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キ
ャ
ン
プ
自
体
を
楽
し
む
以
外
に
、
キ
ャ
ン
プ
場
は
何
か
を
す
る
た
め
の
宿

泊
施
設
と
し
て
も
活
用
で
き
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
現
代
の
「
湯
治
」
が
あ
る
。

　

古
来
よ
り
日
本
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
温
泉
は
、
日
本
温
泉
協
会
よ
る
と
05

年
現
在
で
国
内
に
２
万
７
６
０
０
も
の
源
泉
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
多

く
の
キ
ャ
ン
プ
場
の
近
隣
に
は
様
々
な
効
能
を
持
つ
温
泉
が
あ
る
。
ま
た
近
年

「
立
ち
寄
り
湯
」
と
呼
ば
れ
る
温
泉
施
設
は
全
国
各
地
に
作
ら
れ
て
お
り
、
源

泉
に
近
い
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、
場
内
の
風
呂
に
温
泉
を
ひ
い
て
い
る
キ
ャ
ン
プ

場
も
あ
る
。

　

旅
館
な
ど
に
比
べ
て
宿
泊
費
も
安
く
、
温
泉
施
設
も
近
い
キ
ャ
ン
プ
場
で
、

現
代
の
「
湯
治
」
と
し
て
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
ん
で
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
キ
ャ

ン
プ
場
の
温
泉
リ
ス
ト
と
併
せ
て
、
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
ン
プ
の
参
考
に
し
て
欲

し
い
。 

（
写
真
の
説
明
は
２
面
）

全国の温泉情報
北海道・東北・関東編

（
３
面
）

キ
ャ
ン
プ
場
で
「
湯
治
」
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わ
が
国
の
温
泉
に
関
す
る

も
っ
と
も
古
い
記
録
は
奈
良

時
代
に
編
集
さ
れ
た
、
当
時

の
地
方
誌
「
風
土
記
」
の
中

に
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の

愛
媛
県
「
伊
予
国
風
土
記
」

に
は
大
国
主
の
命
が
、
失
神

し
た
少
彦
名
を
蘇
生
さ
せ
よ

う
と
、
別
府
の
湯
を
、
現
代

の
水
道
管
の
よ
う
な
地
中
に

通
し
た
管
「
下
樋
」
で
ひ
い

て
き
た
と
い
う
記
述
も
あ
る

と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
温
泉

が
傷
や
病
気
を
癒
す
こ
と
は

古
来
よ
り
知
ら
れ
、
治
療
を

目
的
と
し
て
温
泉
を
利
用
す

る
「
湯
治
」
は
街
道
な
ど
が

整
備
さ
れ
た
江
戸
時
代
に
広

く
庶
民
に
広
ま
っ
た
。

　

05
年
現
在
で
宿
泊
施
設

の
あ
る
温
泉
地
は
全
国

に
3
1
1
4
カ
所
で
、
年

間
の
延
べ
宿
泊
客
数
は

1
億
3
6
0
0
万
人
に
の
ぼ

る
。
こ
の
数
字
は
国
民
1
人

当
た
り
、
毎
年
温
泉
地
で
1

泊
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　

■
温
泉
の
種
類

　

温
泉
の
種
類
は
、
温
泉
に

含
ま
れ
る
成
分
、
含
有
量
な

ど
に
よ
り
分
け
ら
れ
る
。

　

単
純
温
泉
は
、
温
度
が
25

度
以
上
で
、
1
㎏
中
に
含
有

成
分
が
1
0
0
0
㎎
に
満
た

な
い
も
の
を
い
う
。
肌
ざ
わ

り
が
柔
ら
か
く
、
岐
阜
県
の

下
呂
温
泉
や
、
長
野
県
の
鹿

教
湯（
か
け
ゆ
）温
泉
な
ど
、多

く
の
温
泉
地
に
見
ら
れ
る
。

　

二
酸
化
炭
素
泉
は
、
入
湯

す
る
と
全
身
に
炭
酸
の
泡
が

付
着
す
る
温
泉
。
主
に
高
血

圧
症
や
動
脈
硬
化
な
ど
に
効

果
が
あ
り
飲
用
で
は
、
慢
性

消
化
器
病
、
慢
性
便
秘
に
も

効
く
。
わ
が
国
に
は
比
較
的

少
な
く
、
大
分
県
の
長
湯
温

泉
の
ほ
か
、
山
形
県
の
肘
折

れ
温
泉
郷
な
ど
に
も
見
ら
れ

る
。
飲
用
す
る
と
さ
わ
や
か

な
喉
ご
し
が
楽
し
め
る
の
が

特
徴
。

　

炭
酸
水
素
塩
泉
は
、
ナ
ト

リ
ウ
ム
・
炭
酸
水
素
塩
泉
、

カ
ル
シ
ウ
ム
・
炭
酸
水
素
塩

泉
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
・
炭
酸

水
素
塩
泉
の
3
つ
に
分
け
ら

れ
こ
の
中
の
、ナ
ト
リ
ウ
ム
・

炭
酸
水
素
塩
泉
は
以
前
重
曹

泉
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
。

切
り
傷
、や
け
ど
な
ど
外
傷

に
効
用
が
あ
り
、
飲
用
で
は

糖
尿
病
、
痛
風
な
ど
も
癒
し

て
く
れ
る
。
有
名
な
と
こ
ろ

で
は
、
季
節
に
な
る
と
川
原

に
大
き
な
露
天
風
呂
「
仙
人

風
呂
」
が
作
ら
れ
る
和
歌
山

県
の
川
湯
温
泉
や
、
長
野
県

の
小
谷
温
泉
が
知
ら
れ
る
。

　

塩
化
物
泉
は
日
本
に
多
く

見
ら
れ
る
泉
質
。
塩
分
が
主

成
分
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

飲
用
す
る
と
塩
辛
く
、
塩
分

濃
度
の
濃
い
も
の
で
は
苦
く

感
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
良

く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、

静
岡
県
の
熱
海
温
泉
、
石
川

県
の
片
山
津
温
泉
な
ど
多
く

の
温
泉
地
に
見
ら
る
泉
質
。

　

硫
酸
塩
泉
は
、
主
成
分
に

よ
り
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
硫
酸

塩
泉
、
カ
ル
シ
ウ
ム
・
硫
酸

塩
泉
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
・
硫

酸
塩
泉
に
分
け
ら
れ
る
。
動

脈
硬
化
な
ど
に
効
果
が
あ
り

飲
用
で
は
、
慢
性
胆
嚢
炎
、

胆
石
症
、
肥
満
症
な
ど
に
も

適
応
す
る
。

　

含
鉄
泉
は
、
鉄
の
酸
化
に

よ
り
空
気
に
触
れ
る
と
赤
褐

色
に
な
る
の
が
特
徴
。
浴
用

で
は
月
経
障
害
、
飲
用
で
は

貧
血
な
ど
に
効
果
が
あ
り
、

兵
庫
県
の
有
馬
温
泉
が
こ
の

泉
質
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

含
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
泉
は
、

文
字
通
り
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を

主
成
分
と
す
る
も
の
で
、
慢

性
皮
膚
病
、
飲
用
で
は
慢
性

消
化
器
病
に
効
果
が
あ
り
、

群
馬
県
の
万
座
温
泉
な
ど
に

み
ら
れ
る
。

　

硫
黄
泉
は
、
硫
化
水
素
に

よ
る
卵
の
腐
敗
臭
に
似
た
特

有
の
匂
い
を
持
っ
て
い
る
の

が
大
き
な
特
徴
。
慢
性
皮
膚

病
な
ど
の
ほ
か
、
飲
用
で
は

糖
尿
病
、
痛
風
な
ど
に
効
果

が
あ
る
。
栃
木
県
の
日
光
湯

本
温
泉
、
神
奈
川
県
の
箱
根

温
泉
峡
の
小
涌
谷
温
泉
な
ど

国
内
で
も
有
数
の
温
泉
地
が

上
げ
ら
れ
る
。

　

酸
性
泉
は
、
強
い
酸
性
を

示
す
も
の
で
、
国
内
に
は
多

く
湧
出
す
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。

慢
性
皮
膚
病
や
、
飲
用
で
は

慢
性
消
化
器
病
に
効
果
が
あ

る
。
秋
田
県
の
玉
川
温
泉
、

群
馬
県
の
草
津
温
泉
な
ど
は

世
界
を
代
表
す
る
強
酸
性
の

温
泉
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

放
射
能
泉
は
、
極
微
量
の

放
射
能
に
よ
り
、
痛
風
、
高

かつて鄙びた温泉に代わり現代の湯治場「立ち寄り
湯」は巨大なものも多い。長野県の青木湖キャンプ
場に近い「ゆーぷる木崎湖」

8つの力で
サポートします。
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様
々
な
泉
質
と
そ
の
効
能

キ
ャ
ン
プ
場
で
現
代
の
湯
治

血
圧
症
、
動
脈
硬
化
の
ほ
か

飲
用
で
は
慢
性
胆
嚢
炎
、
神

経
痛
等
に
効
能
が
あ
る
。

　

鳥
取
県
の
三
朝（
み
さ
さ
）

温
泉
、山
梨
県
の
増
富
温
泉

な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

温
泉
の
泉
質
に
つ
い
て
は

様
々
な
成
分
が
混
ざ
っ
て
い

る
も
の
も
多
く
、
温
泉
地
に

よ
っ
て
は
、
何
種
類
も
の
泉

質
が
湧
出
す
る
所
も
あ
る
。

そ
の
た
め
温
泉
成
分
は
そ
れ

ぞ
れ
に
違
い
、
厳
密
に
言
え

ば
泉
質
は
全
て
違
う
も
の
で

あ
る
と
も
言
え
る
。

　

ま
た
泉
質
の
分
類
に
つ
い

て
は
、
1
9
5
7
年
に
厚
生

省
（
現
厚
生
労
働
省
）
か
ら

出
さ
れ
た
鉱
泉
分
析
法
指
針

に
よ
る
「
旧
名
称
」
が
長
く

使
わ
れ
て
い
た
が
、
国
際
的

な
表
現
に
近
づ
け
る
た
め

1
9
7
9
年
に
環
境
庁
（
現

環
境
省
）
が
作
成
し
た
「
鉱

泉
分
析
法
指
針
」
を
も
と
に

し
た
「
新
名
称
」
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
場
所
に
よ
っ
て
は
両
方

併
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
注
意
が
必
要
だ
。

転
地
効
果
も

湯
治
の
効
能

　
「
湯
治
」
の
効
用
と
し
て

上
げ
ら
れ
る
の
が
日
常
と
違

う
環
境
に
い
る
こ
と
で
得
ら

れ
る
、「
転
地
効
果
」
と
い

う
も
の
。

　

有
害
な
環
境
か
ら
隔
離
す

る
効
果
や
、
新
し
い
気
候
に

反
応
す
る
こ
と
に
よ
り
治
癒

促
進
が
得
ら
れ
る
な
ど
の
効

果
が
あ
る
と
い
う
。

　

そ
う
し
た
転
地
効
果
を
十

分
に
得
る
た
め
に
適
す
る
気

候
は
、
保
護
性
気
候
と
刺
激

性
気
候
の
2
つ
が
上
げ
ら
れ

る
。
保
護
性
気
候
は
、
気
温

や
気
圧
の
変
動
や
日
差
し
が

穏
や
か
で
、
樹
木
や
草
花
が

豊
富
に
あ
る
な
ど
、
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
さ
せ
な
い
気
候
を

い
う
。
一
方
刺
激
性
気
候
は

気
温
や
湿
度
の
変
化
や
季
節

変
動
が
大
き
く
日
差
し
が
強

い
な
ど
、
適
度
な
変
化
が
あ

る
気
候
に
よ
り
、
そ
う
し
た

刺
激
に
反
応
す
る
こ
と
で
健

康
増
進
に
結
び
つ
け
て
い
く

と
い
う
も
の
。
湯
治
に
向
か

な
い
気
候
と
し
て
は
湿
度
が

高
く
、
汚
染
し
た
空
気
や
騒

音
、
日
射
が
少
な
い
な
ど
の

場
所
で
あ
り
負
荷
性
気
候
と

呼
ば
れ
る
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
で
湯
治
を
行

う
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
そ
う

し
た
転
地
効
果
の
メ
リ
ッ
ト

を
他
の
宿
泊
施
設
よ
り
も
効

果
的
に
得
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
湯
治
は
効
果
を
得
る

た
め
に
は
連
泊
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
最
近
で
は
平
日
割

引
や
連
泊
割
引
な
ど
行
っ
て

い
る
キ
ャ
ン
プ
場
も
多
い
。

特
に
秋
以
降
の
オ
フ
シ
ー
ズ

ン
は
、
料
金
も
低
く
設
定
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、

周
囲
も
静
か
な
環
境
が
整
う

な
ど
、
湯
治
に
向
い
た
季
節

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
資
料
・
日
本
温
泉
協
会

「
温
泉
」）。

　

①
静
岡
県
・
竜
洋
海
洋
公

園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
隣

接
す
る
し
お
さ
い
竜
洋
に
あ

る
「
し
お
さ
い
の
湯
」。
ラ

ジ
ウ
ム
光
明
石
を
使
っ
た
も

の
で
、
施
設
内
に
レ
ス
ト
ラ

ン
や
野
菜
な
ど
の
産
地
直
売

所
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。

　

②
奈
良
県
・
白
川
渡
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
20
分
程

に
あ
る
「
入
之
波
温
泉
（
い

り
の
は
お
ん
せ
ん
）」
の
山

鳩
の
湯
。
古
く
か
ら
薬
湯
と

知
ら
れ
平
安
時
代
に
は
す
で

に
開
湯
さ
れ
て
い
た
。
黄
褐

色
の
濁
り
湯
が
特
長
。

　

③
岐
阜
県
・
N
E
O
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
は
、
古
木

「
薄
墨
桜
」
で
知
ら
れ
る
場

所
に
あ
り
、
う
す
ず
み
温
泉

桜
乃
湯
は
多
く
の
塩
分
を
含

み
肌
が
ツ
ル
ツ
ル
に
な
る
と

評
判
の
温
泉
。

　

④
北
海
道
・
ひ
が
し
か
ぐ

ら
森
林
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
に
あ
る
「
森
の
ゆ
花
神

楽
」。
L
E
D
で
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
た
露
天
風
呂
は
心

ま
で
癒
し
て
く
れ
る
。

　

⑤
新
潟
県
・
大
石
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
近
く
、
桂
の
関

温
泉
「
ゆ
ー
む
」。
大
浴
場

の
他
、
露
天
風
呂
、
サ
ウ
ナ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
バ
ス
の
ほ
か

い
ろ
り
付
き
の
「
ふ
れ
い
あ

い
ホ
ー
ル
」
な
ど
を
備
え
る

総
合
的
な
温
泉
施
設
。

　

⑥
福
島
県
・
フ
ォ
レ
ス
ト

パ
ー
ク
あ
だ
た
ら
内
に
あ
る

「
県
民
の
森
温
泉
」。
緑
に

囲
ま
れ
た
露
天
風
呂
は
、
温

泉
と
森
林
浴
の
2
つ
の
効
能

を
同
時
に
得
ら
れ
る
。

　

⑦
岩
手
県
・
陸
前
高
田
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
モ
ビ
リ
ア

近
く
に
あ
る
、
黒
崎
仙
峡
温

泉
。
浴
槽
か
ら
は
、
毎
日
そ

の
表
情
を
変
え
る
太
平
洋
を

一
望
す
る
。

　

⑧
群
馬
県
・
湯
島
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
は
猿
ヶ
京
温
泉

の
中
に
あ
り
、
管
理
棟
内
の

温
泉
は
キ
ャ
ン
パ
ー
専
用
。

　

⑨
岐
阜
県
・
T
A
C
ラ
ン

ド
い
た
ど
り
か
ら
2
分
の
所

に
あ
る
「
板
取
川
温
泉
バ
ー

デ
ェ
ハ
ウ
ス
」。
写
真
は
内

風
呂
の
他
、
薬
湯
な
ど
様
々

な
浴
槽
が
あ
り
、
露
天
風
呂

で
は
心
地
よ
い
板
取
川
の
せ

せ
ら
ぎ
が
B
G
M
と
な
る
。

　

⑩
新
潟
県
・
川
口
町
運
動

公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は

コ
テ
ー
ジ
村
や
野
球
場
、
体

育
館
な
ど
を
併
設
す
る
広
大

な
公
園
。
温
泉
は
そ
の
一
角

に
あ
り
、
露
天
風
呂
か
ら
は

信
濃
川
と
魚
野
川
の
が
合
わ

さ
る
雄
大
な
景
色
が
堪
能
で

き
る
。

1 面の写真
1 2 3

4 5

7

8

6

9 10
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「湯治」におすすめキャンプ場
北海道、東北、関東編
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指
導
者
が
造
っ
た
キ
ャ
ン
プ
場

あ
さ
ま
の
森
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
（
長
野
県
）

「第2回JAC
関東の集い」開催

　

日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ

協
会
（
J
A
C
）
の
ユ
ー
ザ

ー
会
員
は
、
ク
ラ
ブ
に
所
属

し
て
い
る
キ
ャ
ン
パ
ー
と
個

人
で
所
属
し
て
い
る
人
に
分

け
ら
れ
る
が
、
そ
の
個
人
で

所
属
し
て
い
る
関
東
在
住
の

キ
ャ
ン
パ
ー
「
J
A
C
関

東
」
の
イ
ベ
ン
ト
「
第
2
回

J
A
C
関
東
の
集
い
」
が
6

月
6
日
（
土
）・
7
日
（
日
）、

栃
木
県
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ

ー
ク
那
須
高
原
」
で
開
催
さ

れ
る
。

　

個
人
で
登
録
し
て
い
る
キ

ャ
ン
パ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
他

の
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
顔
を
合

わ
せ
る
機
会
が
な
か
っ
た

が
、
有
志
が
集
ま
り
そ
の
よ

う
な
機
会
を
作
ろ
う
と
企
画

さ
れ
た
。
2
回
目
を
迎
え
る

今
回
は
、
日
頃
家
族
だ
け
で

キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
ん
で
い
る

方
に
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
て
家

族
ぐ
る
み
の
交
流
を
体
験
し

て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
。

テ
ー
マ
は
「
ゆ
っ
く
り
・
の

ん
び
り
・
顔
合
わ
せ
」
で
、

当
日
は
午
前
9
時
か
ら
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
が
で
き
、
翌
日
の

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
も
午
後
3

時
ま
で
と
ゆ
っ
た
り
と
し
た

日
程
で
行
わ
れ
る
。

　

参
加
費
は
1
家
族
4
名
ま

で
6
0
0
0
円
（
サ
イ
ト
料

・
衛
生
設
備
協
力
金
・
電
源

使
用
料
・
イ
ベ
ン
ト
参
加
費

を
含
む
、
4
名
以
上
1
人
に

つ
き
大
人
3
0
0
円
・
子
供

2
0
0
円
）。

　

ロ
グ
キ
ャ
ビ
ン
は
1
家
族

5
名
ま
で
1
4
0
0
0
円

（
寝
具
・
食
器
付
き
、
衛
生

設
備
協
力
金
電
源
使
用
料
・

イ
ベ
ン
ト
参
加
費
を
含
む
）。

募
集
定
員
は
先
着
30
家
族
。

主
催
は
J
A
C
関
東
の
集
い

実
行
委
員
会
。

　

参
加
希
望
者
は
同
封
さ
れ

て
い
る
用
紙
（
該
当
者
の
み

同
封
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
左
記
あ
て
に
F
A
X

で
お
送
り
下
さ
い
。
03
・

3
3
5
7
・
2
8
5
0
。

　

上
信
越
道
・
小
諸
イ
ン
タ

ー
か
ら
約
10
分
。
林
の
中
を

切
り
開
い
て
つ
く
ら
れ
た
の

が
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
指
導
者

の
加
納
円
さ
ん
が
造
っ
た

「
あ
さ
ま
の
森
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
」
で
あ
る
。

　

加
納
さ
ん
は
07
年
に
大
手

精
密
機
メ
ー
カ
ー
を
退
職
し

こ
の
地
に
移
住
。
生
い
茂
る

林
を
一
か
ら
切
り
開
き
キ
ャ

ン
プ
場
を
造
っ
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
を
造
る
、
す

べ
て
の
作
業
が
初
め
て
だ
っ

た
の
で
、
と
に
か
く
試
行
錯

誤
の
連
続
。
林
を
切
り
出
す

時
も
、
切
っ
た
木
を
ど
う
す

る
か
も
す
べ
て
が
初
め
て
。

　

考
え
て
答
え
が
出
た
こ
と

も
あ
れ
ば
、
人
に
聞
い
て
初

め
て
わ
か
っ
た
こ
と
な
ど
、

そ
う
し
た
経
験
ひ
と
つ
ひ
と

つ
を
積
み
上
げ
て
、
昨
年
の

春
キ
ャ
ン
プ
場
を
オ
ー
プ
ン

さ
せ
た
。

　

独
身
時
代
は
山
登
り
を
楽

し
ん
で
お
り
、
結
婚
し
て
か

ら
は
、
家
族
で
キ
ャ
ン
プ
を

楽
し
ん
で
き
た
。
5
年
ほ
ど

前
か
ら
、
漠
然
と
し
て
は
い

た
が
、
気
持
ち
の
ど
こ
か
に

自
分
で
キ
ャ
ン
プ
場
を
や
っ

て
み
た
い
と
い
う
、
あ
こ
が

れ
の
よ
う
な
気
持
ち
が
あ
っ

た
と
い
う
。

　

実
際
キ
ャ
ン
プ
場
を
オ
ー

プ
ン
し
て
み
て
、
一
番
う
れ

し
か
っ
た
の
は
、
来
た
人
が

楽
し
ん
で
帰
っ
て
い
く
姿
を

見
た
時
だ
っ
た
。
自
分
た
ち

家
族
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に

キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
ん
だ
後
の

家
族
の
笑
顔
は
、
キ
ャ
ン
プ

場
に
携
わ
る
人
に
と
っ
て
は

一
番
の
喜
び
だ
と
い
う
。

　

自
分
と
同
じ
よ
う
な
、
30

代
40
代
の
家
族
連
れ
が
自
然

の
中
で
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
せ

る
よ
う
に
キ
ャ
ン
プ
場
を
造

っ
た
。
で
き
る
限
り
木
立
を

残
し
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト
も

1
0
0
㎡
と
ゆ
っ
た
り
と
テ

ン
ト
が
張
れ
る
ス
ペ
ー
ス
を

作
っ
た
。
子
ど
も
の
た
め
の

遊
具
も
木
で
作
っ
た
自
然
の

も
の
。
コ
テ
ー
ジ
な
ど
も
す

べ
て
手
作
り
で
木
立
の
景
色

に
良
く
合
う
ロ
グ
ハ
ウ
ス
。

　

都
会
で
会
社
勤
め
を
し
て

い
た
時
代
と
今
の
暮
ら
し
と

大
き
く
違
う
の
は
、
す
べ
て

自
分
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
。
道
路
や
様
々
な
配

線
な
ど
イ
ン
フ
ラ
ま
で
も
す

べ
て
自
分
で
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
都
会
で
は
使
っ
て

い
て
も
、
そ
れ
を
作
っ
た
り

す
る
機
会
が
な
か
っ
た
も
の

も
す
べ
て
自
分
で
作
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
験

は
、
毎
日
が
新
鮮
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
す
べ
て
自
分
で
や

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
「
田

舎
暮
ら
し
」
に
つ
い
て
の
感

想
を
聞
く
と
「
経
済
的
に
は

厳
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

暮
ら
し
は
前
よ
り
ず
っ
と
豊

か
に
な
り
ま
し
た
」
と
話

す
。
四
季
折
々
に
変
わ
る
景

色
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
山
で

と
れ
た
ば
か
り
の
新
鮮
な
食

材
を
食
べ
る
生
活
は
都
会
で

は
経
験
で
き
な
か
っ
た
豊
か

な
生
活
だ
と
い
う
。

　

手
作
り
の
キ
ャ
ン
プ
場
に

は
完
成
は
な
い
。
昨
年
1
棟

だ
っ
た
キ
ャ
ビ
ン
を
今
年
は

4
棟
に
増
や
し
、
ク
ラ
フ
ト

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行
っ
て

行
き
た
い
と
い
う
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
4
月
25
日

か
ら
。
キ
ャ
ン
プ
場
へ
は
、

上
信
越
道
・
佐
久
イ
ン
タ
ー

か
ら
20
分
。
長
野
県
小
諸
市

菱
平
5
3
5
・
1
。
0
2
6 

7
・
25
・
2
9
7
7
。

　
「
T
H
E 

C
O
M
P
L
E 

T
E 

B
O
O
K 

O
F 

M 

O
T
O
R 

C
A
M
P
I
N 

G
」
を
訳
し
た
「
モ
ー
タ
ー

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
全
書
」。

　

昭
和
48
年
の
発
行
で
、
現

在
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
な
ど

も
製
造
す
る
セ
ン
ト
ラ
ル
自

動
車
に
よ
る
も
の
。

　

コ
ン
プ
リ
ー
ト
ブ
ッ
ク
と

言
う
名
称
に
ふ
さ
わ
し
く
、

ア
メ
リ
カ
で
の
「
モ
ー
タ
ー

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
」
に
つ
い
て

車
両
に
つ
い
て
の
解
説
は
も

ち
ろ
ん
、
キ
ャ
ン
プ
施
設
に

つ
い
て
。
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー

服
装
に
つ
い
て
な
ど
、
と
に

か
く
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
を

使
っ
て
楽
し
む
方
法
を
、
あ

る
人
が
話
し
て
聞
か
せ
る
と

い
う
形
式
で
、
こ
と
細
か
に

解
説
す
る
。

　

第
1
章
の
は
じ
め
に
は
、

「
本
書
は
真
に
モ
ー
タ
ー
キ

ャ
ン
ピ
ン
グ
の
完
成
書
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
省
略
の
な

い
辞
書
、
ひ
と
そ
ろ
い
の
エ

ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
（
百

科
事
典
）
に
も
ほ
ぼ
等
し
い

と
自
認
し
て
い
る
。」　
「
安

全
基
準
と
取
り
締
ま
り
」
の

項
の
カ
ナ
ダ
入
り
す
る
際
の

注
意
の
一
部
「
特
注
・
ピ
ス

ト
ル
と
か
完
全
自
動
武
器
等

の
携
帯
は
カ
ナ
ダ
入
国
の
際

に
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
ラ
イ
フ
ル
散
弾
銃
は
釣

り
道
具
と
同
じ
扱
い
を
受
け

て
許
可
さ
れ
て
い
る
」
と
あ

る
。
ア
ウ
ト
ド
ア
の
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
を
物
語
る
ア
ド

バ
イ
ス
で
あ
る
。

　

メ
キ
シ
コ
に
入
る
場
合
は

ど
う
か
。「
マ
リ
フ
ァ
ー
ナ

と
か
あ
る
い
は
他
の
麻
薬
類

の
所
持
と
か
販
売
と
か
に
対

す
る
警
告
に
い
た
っ
て
は
メ

キ
シ
コ
は
遙
か
に
厳
し
く
、

数
百
人
の
米
国
人
が
長
期
の

刑
務
所
生
活
を
そ
こ
で
す
ご

し
て
い
る
有
様
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
麻
薬
類
を
運
ん
で

は
な
ら
な
い
し
、
買
っ
て
も

い
け
な
い
。
よ
し
ん
ば
自
分

独
り
の
使
用
に
供
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
と
も
。
誰
し
も
メ

キ
シ
コ
で
刑
務
所
生
活
を
し

た
く
は
な
い
筈
だ
」。
そ
の

よ
う
な
国
柄
と
、
時
代
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
t
e
n
t
i
n
g
」
の
章

で
は
テ
ン
ト
キ
ャ
ン
プ
の
魅

力
を
紹
介
し
て
い
る
の
だ

が
、
冒
頭
は
こ
ん
な
感
じ
で

始
ま
る
「
車
輪
の
上
に
モ
ー

タ
ー
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
宮
殿
。

冷
蔵
庫
の
中
の
シ
ャ
ン
ペ
ン

オ
ン
ザ
ロ
ッ
ク
の
ス
コ
ッ
チ

ウ
イ
ス
キ
ー
、
オ
ー
ブ
ン
を

用
い
る
、
T
V
を
見
な
が
ら

の
デ
ナ
ー
、
エ
ア
ー
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
、
温
度
調
節

装
置
付
き
の
ヒ
ー
タ
ー
等
々

こ
れ
が
キ
ャ
ン
プ
生
活
な
の

だ
」。
テ
ン
ト
の
章
で
こ
う

述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
キ

ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
が
、
テ
ン

ト
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と

が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。

　

最
終
章
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
の

未
来
。「
世
界
に
跨
る
あ
な

た
方
の
キ
ャ
ン
プ
場
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
は
「
米
国
で

最
初
の
キ
ャ
ン
プ
を
経
験
し

た
数
百
万
の
人
は
巨
大
な
ジ

ェ
ッ
ト
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て

あ
っ
と
い
う
間
に
海
を
越
え

る
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
。キ
ャ
ン

パ
ー
の
あ
こ
が
れ
だ
。
南
米

へ
ア
フ
リ
カ
へ
、
東
洋
と
く

に
日
本
へ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ヤ
へ
」。グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
時
代
は

来
た
が
、
米
国
か
ら
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
に
乗
っ
て
来
る

人
は
ま
だ
い
な
い
よ
う
だ
。

温 故 知 新選
び
方
か
ら
旅
行
の
コ
ツ
ま
で

「
モ
ー
タ
ー
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
全
書
」
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自
動
車
旅
行
の
利
便
化
を

進
め
る
「
自
動
車
旅
行
推
進

機
構
（
カ
ー
た
び
機
構
）」

は
2
月
4
日
、「
カ
ー
た
び

・
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
題

し
た
討
議
会
を
開
催
し
た
。

　

同
機
構
は
、
車
で
旅
を
す

る
人
へ
む
け
て
、
ウ
ェ
ブ
や

カ
ー
ナ
ビ
な
ど
多
彩
な
情
報

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
新
し
い
車
の
旅
の
形
、

「
カ
ー
た
び
」
を
よ
り
多
く

の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
。

　

始
め
に
同
機
構
事
務
局
長

で
あ
る
丁
野
朗
氏
が
挨
拶
。

「
日
本
で
観
光
旅
行
に
車
を

使
っ
て
い
る
人
は
6
割
を
越

え
て
お
り
、
車
が
な
け
れ
ば

観
光
が
成
り
立
た
な
い
時
代

が
到
来
し
て
い
る
。
各
所
の

観
光
地
を
訪
れ
る
と
、
地
方

の
経
済
状
況
は
厳
し
い
状
態

で
あ
る
こ
と
を
感
じ
る
。
カ

ー
た
び
を
通
し
て
こ
う
し
た

地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
行

き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

続
い
て
観
光
庁
か
ら
地
域

振
興
部
観
光
地
域
振
興
課
長

の
笹
森
秀
樹
氏
に
よ
る
「
観

光
圏
形
成
と
観
光
ま
ち
づ
く

り
」
と
題
し
た
講
演
が
お
こ

な
わ
れ
た
。

　

こ
こ
数
年
一
人
当
た
り
の

宿
泊
観
光
回
数
や
宿
泊
数
は

減
り
つ
つ
あ
る
。
国
土
交
通

省
「
旅
行
・
観
光
消
費
動
向

調
査
」
に
よ
る
と
、
国
民
1

人
当
た
り
の
宿
泊
観
光
回
数

は
05
年
の
1
・
77
回
か
ら
、

07
年
は
1
・
50
回
に
。
年
間

宿
泊
数
は
05
年
の
2
・
89
泊

2
・
42
泊
と
な
っ
て
お
り
、

こ
こ
5
年
間
で
は
、
05
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
と
な
っ

て
い
る
。

　

60
年
代
か
ら
比
べ
る
と
職

場
や
学
校
の
団
体
旅
行
か
ら

家
族
や
友
人
と
の
旅
行
に
移

り
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
り
、
観
光
の
形
態

も
そ
う
し
た
変
化
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

旅
行
先
で
の
主
な
交
通
機

関
に
つ
い
て
は
、
全
国
平
均

で
56
％
（
日
本
交
通
公
社
・

旅
行
者
動
向
2
0
0
8
）
お

よ
そ
6
割
が
自
動
車
や
レ
ン

タ
カ
ー
を
使
っ
て
旅
行
し
て

い
る
。

　

国
内
の
旅
行
消
費
額
を
み

る
と
、
海
外
旅
行
の
7
・
6

％
や
日
帰
り
旅
行
21
・
1
％

と
比
べ
て
、
宿
泊
旅
行
は

65
・
1
％
と
大
き
な
割
合
を

占
め
て
お
り
（
国
道
交
通
省

・「
平
成
19
年
度
旅
行
・
観

光
産
業
の
経
済
効
果
に
関
す

る
調
査
研
究
）、
観
光
庁
と

し
て
は
今
後
こ
う
し
た
内
需

を
刺
激
し
て
い
き
た
い
。

　

現
在
で
も
観
光
の
一
般
的

な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
温
泉
で

は
、
1
人
あ
た
り
5
万
4 

0
0
0
円
の
消
費
を
行
っ
て

い
る
。
4
人
家
族
だ
と
20
万

以
上
の
金
額
と
な
り
、
大
型

テ
レ
ビ
な
ど
が
買
え
る
金
額

と
な
る
。
よ
り
宿
泊
旅
行
を

増
や
す
に
は
、
今
以
上
の
満

足
度
を
上
げ
て
行
く
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
一
カ

所
の
観
光
地
だ
け
で
な
く
、

観
光
圏
と
い
う
も
の
を
整
備

し
満
足
度
と
長
期
滞
在
化
を

図
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は

す
で
に
開
始
さ
れ
て
お
り
、

　

観
光
庁
の
矢
ヶ
崎
紀
子
観

光
経
済
担
当
参
事
官
か
ら
は

以
下
の
よ
う
な
「
観
光
庁
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
が
紹
介

さ
れ
た
。

　

07
年
現
在
で
国
民
1
人
当

観
光
圏
整
備
実
施
計
画
対
象

地
域
と
し
て
現
在
16
地
域
を

認
定
。
大
分
県
や
宮
崎
県
を

中
心
と
し
た
「
新
東
九
州
観

光
圏
」
と
し
て
整
備
が
進
ん

で
い
る
。
こ
の
地
域
で
は
2 

0
1
2
年
ま
で
に
平
均
宿
泊

数
を
1
・
48
日
／
回
〜
1
・

68
日
／
回
、
宿
泊
客
数
を
3 

2 

0
万
人
か
ら
3
4
0
万
人

に
伸
ば
す
こ
と
を
目
指
し
て

お
り
観
光
圏
整
備
事
業
補
助

費
、
旅
行
業
法
特
例
な
ど
が

活
用
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

た
り
の
宿
泊
数
は
2
・
42
泊

だ
が
、
同
プ
ラ
ン
で
は
こ
れ

を
2
0
1
0
年
ま
で
に
4
泊

に
あ
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。

　

現
状
の
課
題
と
し
て
、
旅

の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め

単
な
る
価
格
競
争
で
は
な
く

顧
客
満
足
度
（
C
S
）
に
基

づ
い
た
競
争
に
よ
り
、
繰
り

返
し
選
ば
れ
る
観
光
地
作
り

が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
時
間
消
費
の
選
択
肢
と

し
て
、
旅
の
優
先
度
は
低
下

し
て
い
る
。
地
域
経
済
を
活

性
化
す
る
た
め
に
は
宿
泊
数

の
増
加
が
必
要
。

　

こ
う
し
た
問
題
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
1
泊
2
日
型

の
シ
ス
テ
ム
を
2
泊
以
上
の

長
期
滞
在
型
に
方
向
転
換
し

旅
行
者
の
満
足
度
を
よ
り
高

め
る
施
策
が
必
要
と
な
る
。

観
光
庁
で
は
、
基
盤
作
り
、

環
境
整
備
を
行
う
こ
と
を
基

本
と
し
行
政
、
民
間
、
地
域

な
ど
の
各
主
体
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
た
め
の
、
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
機
能

し
て
い
く
。

　

具
体
的
に
は
、
基
礎
的
調

査
分
析
や
行
政
、
民
間
地
位

の
連
携
の
場
の
整
備
、
観
光

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
参
考

事
例
集
の
作
成
・
紹
介
、
観

光
圏
の
整
備
促
進
。
観
光
地

づ
く
り
の
担
い
手
と
な
る
人

材
育
成
の
支
援
、
C
S
の
促

進
、
行
政
民
間
地
域
が
連
携

し
て
行
う
施
策
の
推
進
な
ど

を
挙
げ
た
。

R
V
ラ
ン
ド
代
表　

阿
部
和
麿

第28回

C
a
m
p
in
g
C
a
r
C
ritiq
u
e

キ

ャ

ン

ピ

ン

グ

カ

ー

ク

リ

テ

ィ

ー

ク

「
観
光
圏
」
で
連
泊
推
進
を

カ
ー
た
び
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

宿
泊
数
を
4
泊
に

観
光
庁
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
冷

暖
房
を
考
え
る
と
き
、
ボ
デ

ィ
を
断
熱
加
工
す
る
こ
と
の

重
要
性
が
、
最
近
と
み
に
認

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
こ
れ
は
エ
ア
コ
ン
や
ヒ

ー
タ
ー
な
ど
を
無
制
限
に
使

用
す
る
こ
と
を
避
け
る
意
味

で
も
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
確
保
や

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
寄

与
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、

ボ
デ
ィ
の
断
熱
処
理
技
術
は

さ
ら
に
進
化
さ
せ
ね
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に

「
遮
熱
」
と
い
う
考
え
方
も

今
後
は
さ
ら
に
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
遮
熱
」
と
は
、
文
字
通

り
「
熱
を
遮
る
」
こ
と
を
い

い
、
正
確
に
は
「
熱
を
は
ね

返
す
」
こ
と
を
意
味
す
る
。

「
断
熱
」
と
違
う
の
は
、
断

熱
が
熱
を
受
け
止
め
て
、
そ

の
熱
の
伝
導
を
遅
ら
せ
る
と

い
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
す

る
な
ら
ば
、
遮
熱
は
、
熱
そ

の
も
の
を
は
ね
返
し
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
遮
熱
」
が
、
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
冷
暖
房
対

策
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

い
う
の
は
、
人
間
が
体
感
す

る「
暑
さ
、寒
さ
」の
感
覚
は
、

「
遮
熱
」
に
よ
っ
て
左
右
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
だ
。

　

ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思

う
が
人
間
が
「
暑
い
」「
寒

い
」「
冷
た
い
」
と
感
じ
る

温
度
や
熱
の
伝
わ
り
方
に
は

3
種
類
あ
る
。

　

そ
の
一
つ
は
、「
伝
導
」

で
あ
る
。
氷
な
ど
に
触
れ
る

と
冷
た
く
感
じ
る
の
は
、
氷

の
温
度
が
指
先
に
伝
導
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
火
に
か
け

た
ヤ
カ
ン
が
熱
く
な
る
の
も

伝
導
で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
「
対
流
」
で
あ

る
。
部
屋
の
中
の
温
ま
っ
た

空
気
は
比
重
が
軽
く
な
っ
て

上
昇
し
、
冷
た
い
空
気
は
下

に
回
っ
て
、
部
屋
全
体
が
か

き
回
さ
れ
な
が
ら
温
か
く
な

る
と
い
う
の
は
、
こ
の
対
流

の
効
果
が
現
れ
る
か
ら
だ
。

　

そ
し
て
三
つ
目
は
、「
輻

射
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
赤
外

線
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
電
磁

波
に
よ
る
熱
の
こ
と
で
、
太

陽
の
熱
の
伝
わ
り
方
を
思
い

浮
か
べ
て
も
ら
え
れ
ば
分
り

や
す
い
。
例
え
ば
、
天
気
の

良
い
冬
の
日
な
ど
、
太
陽
に

当
た
っ
た
体
が
ポ
カ
ポ
カ
と

温
か
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。

空
気
そ
の
も
の
が
熱
く
な
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
外

気
温
が
体
温
よ
り
低
く
て
も

太
陽
の
光
を
温
か
く
感
じ
る

の
は
、
太
陽
の
赤
外
線
が
、

物
体
と
衝
突
す
る
と
き
に
熱

を
発
生
す
る
と
い
う
性
質
を

持
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
こ
の

よ
う
な
熱
の
伝
わ
り
方
を

「
輻
射
」
と
い
う
。

　

こ
の
伝
導
、
対
流
、
輻
射

と
い
う
熱
の
伝
わ
り
方
の
中

で
、
私
た
ち
が
熱
量
の
多
寡

を
一
番
強
く
感
じ
る
の
が
、

実
は
最
後
の
輻
射
な
の
だ
。

人
間
の
生
活
空
間
の
中
で
、

熱
の
移
動
量
全
体
を
1
0
0

と
す
る
と
、
輻
射
が
そ
の
う

ち
の
75
を
占
め
、
対
流
が
20

伝
導
は
わ
ず
か
5
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　

先
ほ
ど
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
の
冷
暖
房
を
考
え
る
と

き
、「
遮
熱
」
と
い
う
考
え

方
が
大
事
だ
と
言
っ
た
の
は

遮
熱
に
よ
る
対
策
が
熱
の
移

動
量
の
一
番
多
い
輻
射
を
遮

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

　

で
は
、
具
体
的
に
、
こ
の

遮
熱
と
い
う
考
え
方
は
、
キ

ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
に
ど
の
よ

う
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら

こ
の
世
界
で
は
ま
だ
大
き
な

成
果
と
し
て
は
実
っ
て
い
な

い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
業

界
で
は
遮
熱
に
効
果
の
あ
る

素
材
を
導
入
す
る
た
め
の
研

究
も
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
お
ら

ず
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
素
材

が
あ
っ
た
と
し
て
も
コ
ス
ト

高
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
だ
。

　

そ
の
素
材
と
は
何
か
。
詳

し
い
こ
と
は
次
回
に
譲
る
と

し
て
、
今
回
は
ヒ
ン
ト
だ
け

お
教
え
し
よ
う
。
た
と
え
ば

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
は
、

室
内
を
外
気
温
の
変
化
や
結

露
か
ら
守
る
た
め
に
、
フ
ロ

ン
ト
ガ
ラ
ス
や
側
面
の
窓
ガ

ラ
ス
を
〝
銀
マ
ッ
ト
〞
な
ど

で
覆
う
マ
ル
チ
シ
ェ
ー
ド
の

よ
う
な
も
の
が
開
発
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
な
ど
は
、
断
熱

と
遮
熱
を
効
果
的
に
行
な
っ

た
も
の
な
の
だ
。

 

（
続
く
）

断
熱
と
遮
熱
①

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
か
ら
の
熱

を
遮
る
マ
ル
チ
シ
ェ
ー
ド
。
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キ
ャ
ン
プ
場
の
経
営
に
つ

い
て
話
合
う
「
キ
ャ
ン
プ
場

経
営
者
研
究
会
」
が
2
月
13

日
、
14
日
、
群
馬
県
長
野
原

町
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
は
講
師
と
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
2

年
連
続
楽
天
市
場
の
「
ベ
ス

ト
店
長
賞
」
を
受
賞
し
て
い

る
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

竹
内
謙
礼
氏
の
特
別
講
演
が

あ
っ
た
。
以
下
そ
の
要
旨
。

◆

　

2
0
0
9
年
は
不
景
気
元

年
。
し
か
し
ア
ウ
ト
ド
ア
に

と
っ
て
は
急
成
長
す
る

1
0
0
年
に
一
度
の
チ
ャ
ン

ス
で
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
時
期
、
人
の
気

持
ち
は
「
お
金
を
か
け
た
く

な
い
」
そ
の
た
め
「
遠
く
に

行
き
た
く
な
い
」
と
い
う
考

え
に
な
る
。
そ
の
一
方
余
暇

は
増
え
る
。
こ
う
し
た
状
況

は
キ
ャ
ン
プ
に
と
っ
て
チ
ャ

ン
ス
と
な
る
。

　

利
用
者
を
獲
得
す
る
た
め

に
は
、
利
用
者
が
キ
ャ
ン
プ

場
を
選
ぶ
際
の
情
報
を
分
析

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
を
紹
介
す
る

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、
沢
山

の
キ
ャ
ン
プ
場
が
並
ん
で
い

る
た
め
そ
の
中
で
目
立
た
せ

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
出
版
社
か
ら
来
る
ア

ン
ケ
ー
ト
に
記
入
す
る
際
、

近
隣
の
キ
ャ
ン
プ
場
と
差
別

化
で
き
る
よ
う
な
、
個
性
的

な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
つ
け

る
の
も
そ
の
方
法
の
一
つ
。

　

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
を
出
す
場
合
の
注

意
点
は
、
ま
ず
掲
載
し
て
も

ら
う
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

掲
載
さ
れ
る
た
め
に
は
、
浅

間
山
が
活
動
し
た
、
と
言
う

ニ
ュ
ー
ス
が
世
間
に
流
れ
て

い
る
時
に
は
、
浅
間
山
に
関

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る

な
ど
、
世
間
で
話
題
の
も
の

を
活
用
し
た
も
の
が
取
り
上

げ
ら
れ
や
す
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）

は
、
き
れ
い
過
ぎ
る
必
要
は

な
い
。
必
要
な
の
は
、
検
索

さ
れ
や
す
い
こ
と
。
キ
ャ
ン

プ
場
の
特
長
が
分
か
り
や
す

い
こ
と
。

　

問
い
合
わ
せ
、予
約
が
し
や

す
い
こ
と
の
3
点
で
あ
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
キ
ャ

ン
プ
場
を
探
し
て
い
る
人
に

い
か
に
自
分
の
キ
ャ
ン
プ
場

を
見
つ
け
て
も
ら
う
た
め
に

は
キ
ー
ワ
ー
ド
が
一
番
重
要

と
な
る
。
利
用
者
が
検
索
す

る
の
は
ど
ん
な
言
葉
で
検
索

す
る
の
か
。
地
域
の
名
称

は
必
須
と
な
る
。「
北
軽
井

沢
」
な
ど
観
光
地
の
名
称
は

検
索
さ
れ
や
す
い
の
で
必
ず

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
入
れ
て
お

く
。
ま
た
ペ
ッ
ト
連
れ
に
宣

伝
し
た
い
場
合
は
「
犬
」、

「
ペ
ッ
ト
」
な
ど
も
入
れ
る

と
、
検
索
さ
れ
る
確
立
は
上

が
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
が
検
索

さ
れ
る
と
ペ
ー
ジ
の
1
番
上

に
掲
載
さ
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド

広
告
は
対
策
と
し
て
も
と
て

も
重
要
だ
。

　

次
は
、
検
索
の
結
果
そ
の

キ
ャ
ン
プ
場
の
Ｈ
Ｐ
を
見
に

来
た
人
が
キ
ャ
ン
プ
場
の
特

長
が
簡
単
に
分
か
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
肝
心
。
そ
の
雰

囲
気
を
一
番
簡
単
に
伝
え
ら

れ
る
の
が
写
真
な
の
だ
が
、

キ
ャ
ン
プ
場
の
Ｈ
Ｐ
を
見
る

と
写
真
が
少
な
く
小
さ
い
こ

と
が
多
い
。
わ
か
り
や
す
く

す
る
た
め
に
は
写
真
は
大
き

く
、
数
は
多
い
方
が
キ
ャ
ン

プ
場
の
特
長
が
よ
り
伝
わ
り

や
す
い
。

  

そ
の
次
の
段
階
の
、
問
い

合
わ
せ
と
予
約
も
で
き
る
か

ぎ
り
、
分
か
り
や
す
く
し
や

す
く
す
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
予

約
や
問
い
合
わ
せ
を
夜
で
も

で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

利
用
者
が
よ
り
予
約
や
問
い

合
わ
せ
を
し
や
す
い
Ｈ
Ｐ
作

り
が
大
切
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
基
本
的
な
こ
と

を
キ
チ
ン
と
行
い
な
が
ら
、

　

グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
と

は
、コ
ロ
ラ
ド
川
を
挟
ん
で
東

西
4
4
6
㎞
の
広
が
り
を
見

せ
る
壮
大
な
渓
谷
の
こ
と
を

い
う
。
観
光
地
化
さ
れ
て
い

な
い
ノ
ー
ス
・
リ
ム
と
い
ろ

い
ろ
な
展
望
ビ
ュ
ー
が
整
備

さ
れ
て
い
る
サ
ウ
ス
・
リ
ム

に
分
か
れ
る
が
、
私
た
ち
が

訪
れ
た
の
は
、サ
ウ
ス
・
リ
ム

で
も
最
も
観
光
地
化
が
進
ん

だ
マ
ー
サ
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。

　

早
朝
、
再
び
グ
ラ
ン
ド
キ

ャ
ニ
オ
ン
に
た
ど
り
着
い
た

私
た
ち
を
出
迎
え
た
の
は
、

そ
の
朝
日
で
も
な
け
れ
ば
、

雄
大
な
ク
レ
バ
ス
で
も
な

く
、
群
が
り
集
ま
る
観
光
客

た
ち
の
背
中
だ
っ
た
。
こ
こ

で
は
久
し
ぶ
り
に
日
本
語
を

た
く
さ
ん
聞
い
た
。
日
本
人

の
団
体
ツ
ア
ー
客
が
カ
メ
ラ

片
手
に
、
日
の
出
を
待
っ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　
「
30
分
後
に
は
こ
こ
に
集

合
し
て
く
だ
さ
い
」
と
叫
ぶ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
前
に

行
儀
よ
く
並
び
、「
や
っ
ぱ

昼
間
の
景
色
と
は
違
っ
て
へ

ん
？
」
な
ど
と
さ
さ
や
き
合

う
オ
バ
ち
ゃ
ん
た
ち
に
混
じ

っ
て
、
渓
谷
に
向
け
て
カ
メ

ラ
を
か
ざ
す
。
柵
が
設
け
ら

　

こ
こ
に
そ
び
え
立
つ
岩
々

は
み
な
雄
弁
だ
。
じ
っ
と
眺

め
て
い
る
と
、
岩
の
ひ
と
つ

ひ
と
つ
が
、
ど
れ
も
物
語
を

持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て

く
る
。
ギ
リ
シ
ャ
の
パ
ル
テ

ノ
ン
神
殿
を
思
わ
せ
る
岩
も

あ
れ
ば
、
イ
ン
ド
神
話
に
出

て
く
る
伽
藍
の
よ
う
な
山
も

あ
る
。
実
際
ヒ
ン
ズ
ー
教
の

ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
に
ち
な
ん
だ

「
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
テ
ン
プ
ル
」

と
名
付
け
ら
れ
た
山
な
ど
は

遠
く
か
ら
眺
め
る
と
、
頂
上

に
寺
院
が
建
立
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。

　

人
間
の
文
明
史
に
は
、
一

度
も
登
場
し
た
こ
と
の
な
い

風
景
な
の
に
、
ど
こ
か
懐
か

し
い
。
そ
の
奇
妙
な
デ
ジ
ャ

ブ
感
が
、
こ
の
グ
ラ
ン
ド
キ

ャ
ニ
オ
ン
の
最
大
の
魅
力
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
は
、
ラ
バ
に
乗
っ

て
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

降
り
る
ツ
ア
ー
も
あ
っ
て
、

そ
れ
が
結
構
人
気
を
集
め
て

い
る
。
さ
す
が
に
ア
メ
リ
カ

人
た
ち
は
、
乗
馬
に
慣
れ
て

い
る
の
か
、
小
器
用
な
手
綱

さ
ば
き
で
ラ
バ
を
操
っ
て
い

く
。
ラ
バ
が
足
を
踏
み
外
せ

ば
、
断
崖
を
ま
っ
逆
さ
ま
な

の
だ
が
、
な
ぜ
か
ラ
バ
も
主

人
も
の
ん
び
り
し
た
も
の
。

ア
メ
リ
カ
の
生
き
物
た
ち
の

剛
胆
さ
に
は
つ
い
て
い
け
な

い
。

『木津川カヌートレッキング』開催決定
のんびりとカヌーでお散歩しませんか

今回のツアーでは流れの穏やかな川をくだります。初めての方でも安心してご参加いた
だけるよう、経験豊富なガイドが丁寧にレクチャーを行います。
春の穏やかな日差しの中、いつもとは違う水辺から、自然の素晴らしさを感じてみてく
ださい。

2009年５月23日（土）～24日（日）開 催 日

京都府笠置町　木津川周辺場 　 所

2009年3月24日（火）から4月30日（木）　※定員になり次第締め切りとさせて頂きます。募集期間

24名程度募集定員

四万十塾　http://www.40010.net/協　　力

コールマンホームページの専用フォームよりご応募下さい。応募方法

コールマンイベント事務局　03-3267-6767問い合わせ

大人18,000円、小学校５年生以上高校生まで12,000円
※宿泊費（テント泊）、食費、ガイド料、保険料、その他プログラム費用含む

参 加 費

れ
て
い
る
場
所
を
選
ん
だ
の

で
、
断
崖
絶
壁
を
前
に
し
て

足
が
す
く
ん
だ
昨
日
の
恐
怖

は
だ
い
ぶ
薄
ら
い
だ
。

　

渓
谷
の
断
崖
が
陽
の
光
に

照
ら
さ
れ
て
赤
く
輝
き
始
め

る
と
、
周
囲
か
ら
ワ
ァ
オ
ー

と
い
う
歓
声
が
ど
よ
め
く
。

そ
の
朝
日
を
背
景
に
観
光
客

が
次
々
と
記
念
写
真
を
撮
り

い
く
。
陽
が
上
が
り
き
り
、

観
光
客
た
ち
の
姿
が
な
く
な

る
と
谷
を
静
寂
が
包
ん
だ
。

人
気
が
絶
え
る
と
、
渓
谷

は
、
そ
れ
が
生
ま
れ
た
太
古

の
時
に
戻
っ
た
よ
う
な
表
情

を
見
せ
た
。

　

こ
の
光
景
を
最
初
に
目
に

し
た
人
間
は
、
い
っ
た
い
何

を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。
最
初

合
う
。
や
っ
ぱ
り
こ
こ
に
来

る
こ
と
は
誰
に
と
っ
て
も

「
大
い
な
る
記
念
」
な
の
だ
。

グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
！　

よ
く
も
名
づ
け
た
り
。

　

観
光
客
が
楽
し
み
に
し
て

い
た
日
の
出
シ
ョ
ー
が
終
わ

る
と
、
周
囲
か
ら
次
第
に
人

の
声
が
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。

ツ
ア
ー
見
物
客
の
多
く
は
、

朝
日
を
鑑
賞
す
る
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
を
消
化
す
る
と
、
次

の
観
光
ポ
イ
ン
ト
に
移
っ
て

に
こ
れ
を
見
た
人
間
は
、
太

古
に
凍
て
つ
い
た
ベ
ー
リ
ン

グ
海
峡
を
渡
っ
て
き
た
ネ
イ

テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
だ
ろ
う

が
彼
ら
は
こ
こ
を
「
人
間
が

足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
す
ら

畏
れ
多
い
神
々
の
す
み
か
」

と
思
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
は

る
か
後
に
な
っ
て
、
こ
の
光

景
を
目
に
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
た
ち
も
、
き
っ
と
こ
こ
が

地
上
に
突
出
し
た
「
神
域
」

だ
と
感
じ
た
に
違
い
な
い
。

  「
ア
メ
リ
カ 

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

（
モ
ー
タ
ー
ホ
ー
ム
）の
旅
」
を
ア
レ
ン
ジ
！

ト
ラ
ベ
ル
デ
ポ
・
イ
ン
コ
ー
ポ
レ
イ
テ
ッ
ド

U
R
L
:http://w

w
w
.m
otor-hom

e.net
e-mail: mail@motor-home.net  TEL043-212-5620 IP050-3128-1729

米
国
モ
ー
タ
ー

ホ
ー
ム
紀
行
「
地
平
線
ま
で
走
る
ぜ
！
」⑧

「
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
ス
ー
パ
ー
ガ
イ
ド
」
編
集
長　

町
田
厚
成

地上に突き
出した神域

2
0
0
9
年
予
想

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
が
来
る

研究会で竹内謙礼氏講演

イ
ベ
ン
ト
な
ど
斬
新
な
ア
イ

デ
ア
を
実
行
す
る
必
要
も
あ

る
。
中
に
は
、
や
っ
て
み
る

と
意
外
に
簡
単
な
も
の
も
あ

る
の
で
、
と
に
か
く
や
っ
て

み
る
こ
と
。
効
果
が
あ
れ

ば
、
そ
れ
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
も
大
事
で
あ
る
。

　

た
け
う
ち
け
ん
れ
い
・
大

学
卒
業
後
、
雑
誌
編
集
者
を

経
て
、
キ
ャ
ン
プ
場
を
併
設

す
る
観
光
牧
場
「
成
田
ゆ
め

牧
場
」
の
企
画
に
携
わ
る
。

そ
の
後
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ

イ
ト
「
楽
天
市
場
」
に
出
店

し
た
店
で
、
2
年
連
続
「
ベ

ス
ト
店
長
賞
」
受
賞
。
現
在

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

「
い
ろ
は
」
代
表
取
締
役
。
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キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン
を
告

げ
る
イ
ベ
ン
ト
「
ア
ウ
ト
ド

ア
2
0
0
9
」
日
本
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
シ
ョ
ー
が
、
今

年
4
月
11
日
（
土
）、
12
日

（
日
）、
代
々
木
公
園
Ｂ
地

区
・
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
お
い

て
、
日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン

プ
協
会
主
催
で
開
催
さ
れ

る
。

　

用
品
や
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ

ー
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
が
出

展
し
、
今
年
の
キ
ャ
ン
プ
情

報
を
一
カ
所
で
収
集
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

コ
ー
ル
マ
ン
ジ
ャ
パ
ン
、

ロ
ゴ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

小
川
キ
ャ
ン
パ
ル
、
ユ
ニ
フ

レ
ー
ム
、
新
富
士
バ
ー
ナ
ー

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
な
ど
、
国
内

主
要
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
メ
ー

カ
ー
各
社
が
出
展
を
予
定
。

会
場
に
は
今
春
か
ら
発
売
さ

れ
る
最
新
の
ア
ウ
ト
ド
ア
用

品
が
多
数
展
示
さ
れ
る
。

　

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
展

示
は
、
よ
り
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

ユ
ー
ズ
ド
カ
ー
の
展
示
を
予

定
。
ユ
ー
ズ
ド
カ
ー
は
あ
ら

か
じ
め
装
備
な
ど
も
付
い
て

お
り
、
新
車
に
比
べ
て
価
格

も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
の
で
、

テ
ン
ト
派
か
ら
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
を
考
え
て
い
る
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
の
入
門
者
に
も

最
適
の
モ
デ
ル
。

　

関
東
周
辺
キ
ャ
ン
プ
場
情

報
コ
ー
ナ
ー
や
、
公
認
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
指
導
者
に
よ
る

燻
製
教
室
、
竹
を
使
っ
た
ク

ラ
フ
ト
教
室
な
ど
も
場
内
で

開
催
さ
れ
る
。

　

ま
た
今
回
、
同
協
会
創
立

40
周
年
を
記
念
し
て
ア
ウ
ト

ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
、
手
作
り
キ
ャ
ン
プ
用
具

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
ス
テ
ー

ジ
で
行
わ
れ
る
。
2
つ
の
コ

　

日
本
、
台
湾
、
韓
国
の
3

カ
国
で
持
ち
回
り
で
開
催
さ

れ
て
い
る
ア
ジ
ア
の
キ
ャ
ン

プ
の
祭
典
「
ア
ジ
ア
・
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

協
会
の
星
マ
ー
ク
で
は
、
最

高
ラ
ン
ク
5
つ
星
に
認
定
さ

れ
て
い
る
施
設
で
も
あ
る
。

　

周
辺
に
は
観
光
資
源
も
多

く
日
本
3
大
瀑
布
に
数
え
ら

れ
る
「
袋
田
の
滝
」
を
は
じ

め
、
近
く
に
は
清
流
、
久
慈

川
が
流
れ
る
。
こ
う
し
た
雄

大
な
自
然
の
他
、
海
外
か
ら

の
参
加
者
に
、
日
本
や
こ
の

地
域
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

え
る
、
地
元
名
物
の
「
お
や

き
学
校
」
や
「
奥
久
慈
茶
の

里
公
園
」
な
ど
観
光
施
設
も

豊
富
に
揃
っ
て
お
り
、
期
間

中
に
行
わ
れ
る
小
旅
行
で
は

そ
う
し
た
施
設
を
訪
れ
る
。

　

参
加
者
の
募
集
は
4
月
上

旬
か
ら
開
始
予
定
。
詳
細
に

つ
い
て
は
決
ま
り
次
第
本
紙

に
発
表
い
た
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
03
・
3
3
5

7
・
2
8
5
1
。

編
集
室
か
ら

　

1
0
0
年
に
一
度
の
大
不

況
を
打
開
し
よ
う
と
、
今
月

の
末
か
ら
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

に
と
っ
て
画
期
的
な
こ
と
が

始
ま
る
。

　

高
速
道
路
1
0
0
0
円
の

制
度
で
あ
る
。

　

折
し
も
、
昨
年
秋
か
ら
始

ま
っ
た
ガ
ソ
リ
ン
の
急
騰
は

何
処
へ
や
ら
と
い
っ
た
感
じ

で
、
昨
年
末
の
値
段
が
ウ
ソ

の
よ
う
な
、
低
い
価
格
で
落

ち
着
い
て
い
る
。

　

暦
を
み
れ
ば
、
こ
の
秋
9

月
に
は
、
土
曜
日
を
入
れ
て

5
連
休
と
い
う
第
2
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
待
っ
て

い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
時
期
に
高
速

道
路
の
大
幅
値
下
げ
の
ニ
ュ

ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
に
恵
ま
れ

た
状
況
が
か
つ
て
あ
っ
た
だ

ろ
う
か
。

　

現
在
国
内
に
は
1
2
0
0

も
の
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、

全
国
津
々
浦
々
、
高
規
格
か

ら
手
作
り
の
キ
ャ
ン
プ
場
ま

で
様
々
な
タ
イ
プ
が
網
羅
さ

れ
て
い
る
。
か
つ
て「
Ｒ
Ｖ
」

と
し
て
珍
し
が
ら
れ
た
荷
室

タ
ッ
プ
リ
の
車
が
、
セ
ダ
ン

に
と
っ
て
か
わ
り
、
今
や
6

割
以
上
が
そ
う
し
た
タ
イ
プ

と
な
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ
道
具

は
ブ
ラ
ン
ド
も
の
か
ら
入

門
タ
イ
プ
の
廉
価
モ
デ
ル
ま

で
、
豊
富
に
揃
っ
て
い
る
。

　

今
年
は
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

を
楽
し
む
に
は
1
0
0
年
に

一
度
の
絶
好
の
年
。
不
景
気

な
ん
か
吹
っ
飛
ば
せ
。
今
年

は
「
そ
う
だ
、
遠
く
へ
キ
ャ

ン
プ
に
出
か
け
よ
う
」。

アジア大会11月大子で

キ
ャ
ン
プ
情
報
が
一
同
に

ア
ウ
ト
ド
ア
２
０
０
９

4
月
11
日
12
日
代
々
木

　

日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ

協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
創
立
40
周

年
を
記
念
し
て
、
5
月
30
日

（
土
）
東
京
代
々
木
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
。

　

式
典
で
は
、
功
労
者
の
表

彰
の
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
40
年

を
振
り
返
る
映
像
の
上
映
、

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
を
予

定
。
案
内
は
総
会（
同
日
開

催
）案
内
と
同
送
さ
れ
ま
す
。

40
周
年
式
典

5
月
30
日
に

大
会
」
が
、
今
年
11
月
21
日

（
土
）
〜
23
日
（
月
・
祝
）

に
か
け
て
、
日
本
オ
ー
ト
・

キ
ャ
ン
プ
協
会
主
催
、
茨
城

県
、
大
子
町
、
大
子
町
開
発

ン
テ
ス
ト
で
は
、
作
品
を
募

集
中
。
応
募
方
法
な
ど
詳
細

に
つ
い
て
は
、
同
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
。

　

入
場
無
料
。
03
・
3
3
5

7
・
2
8
5
1
。

公
社
の
共
催
で
、
茨
城
県
大

子
町
の
大
子
広
域
公
園
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
グ
リ
ン
ヴ
ィ

ラ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
年
に
一

度
、
ア
ジ
ア
の
キ
ャ
ン
パ
ー

が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

毎
年
3
ヵ
国
の
持
ち
回
り
で

開
催
さ
れ
て
お
り
、
国
内
で

は
、
静
岡
県
の
竜
洋
海
洋
公

園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
で
、

06
年
以
来
3
年
振
り
の
開
催

と
な
る
。

　

す
べ
て
の
参
加
者
が
集
ま

り
お
互
い
の
交
流
を
深
め
る

開
会
式
に
始
ま
り
、
キ
ャ
ン

プ
場
を
中
心
に
そ
の
土
地
な

ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
か

れ
る
ほ
か
周
辺
観
光
地
を
巡

る
小
旅
行
な
ど
会
期
中
に
は

様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
る

　

会
場
と
な
る
同
キ
ャ
ン
プ

場
は
国
内
で
有
数
の
高
い
人

気
を
誇
る
キ
ャ
ン
プ
場
。
同

会
場
地
図
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新
製
品
ナ
ビ

海の幸を包みこむ
「宝楽焼き」

淡路じゃのひれオートキャンプ場☎0799-52-1487
兵庫県三原郡南淡町阿万塩屋町字じゃのひれ

地 産 地 消
【ちさんちしょう】地元でとれた生産物を地元で消費すること。
　　　　　　　 即ち「キャンプ場で地元のおいしいものを食べよう」ってこと。

　「宝楽焼き」は蓋付の陶器鍋に
那智黒石を敷き詰め、鯛などの
魚介類を並べて蓋をし焼いたも
ので、淡路島が誇る郷土料理。
　蒸し焼きにすることで素材の
うまさを逃がさず、蓋を開けた
時の香ばしさと潮の香りが食欲
を促す。ポン酢とねぎ等、お好
みの薬味を添えて出来上がり。
　ほどよく蒸された、新鮮な鯛
の身は口の中でほぐれ、旨さが
広がる。
　その源は奈良時代の官人たち
が狩猟に出たおり、淡路の海女

が海の幸を野焼きにし献上した
のがはじまりとか。
　淡路島の海岸近くにあるキャ
ンプ場では、地元の食材を味わ
ってもらおうと、コテージ宿泊
者向けに料理の取り寄せを行っ
ている。この宝楽焼き（１皿５
人前5000円）のほか、ハモを
すき焼き風にして食べる「ハモ
スキ」やふぐの「てっちり」、
活け作りやにぎり寿司など、淡
路島の海の味を存分に楽しむこ
とができる。
　是非お試しあれ。 

　

新
富
士
バ
ー
ナ
ー
か
ら
「
G
‘
z
」
シ

リ
ー
ズ
の
「
G
-L
E
D
ラ
イ
ト
」
を
5

名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
単
4
電
池
1
本
で

連
続
30
時
間
発
光
可
能
、
超
高
輝
度
白
色

L
E
D
の
採
用
で
電
球
交
換
不
要
。
ア
ル

ミ
の
小
型
軽
量
の
ボ
デ
ィ
ー
は
日
常
生
活

防
水
と
な
っ
て
い
る
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
J
A
C
会
員
か
一
般
（
一
搬
の
方
は
本

紙
を
ど
こ
で
見
た
か
）・
本
紙
の
感
想
等

を
ご
記
入
の
上
左
記
ま
で
お
送
り
下
さ

い
。
〒
1
6
0
・
0
0
0
8
東
京
都
新
宿

区
三
栄
町
12
日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ
協

会
3
月
号
P
係
。
締
切
り
は
4
月
15
日
。

発
表
は
発
送
に
替
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

読 者 プ レ ゼ ン ト

G-LED
ライトを
5名の方に

　

フ
レ
ー
ム
で
構
成
さ
れ
た
極
め
て
シ
ン

プ
ル
な
構
造
の
ツ
ー
バ
ー
ナ
ー
。

　

細
身
の
ボ
デ
ィ
ー
に
、
2
0
9
㎜
の
大

型
ゴ
ト
ク
と
3
6
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を

発
生
す
る
強
力
な
バ
ー
ナ
ー
を
搭
載
。
持

ち
運
び
に
も
優
れ
、
登
山
の
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
か
ら
行
楽
ま
で
、
幅
広
く
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
1
6
8
0
0
円
。

 

03
・
3
5
5
5
・
5
6
0
5

　

火
床
に
遠
赤
外
線
を
出
す
セ
ラ
ミ
ッ
ク
プ
レ
ー
ト

を
セ
ッ
ト
し
、
燃
焼
効
率
を
高
め
た
卓
上
グ
リ
ル
。

　

燃
焼
効
率
を
上
げ
る
こ
と
で
、
従
来
の
約
半
分
の

燃
料
で
焼
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
マ
ー
ト
な

薄
型
な
の
で
、
子
供
で
も
網
の
上
が
見
や
す
く
、
収

納
や
持
ち
運
び
に
も
便
利
。
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

組
み
込
み
の
商
品
で
環
境
に
も
優
し
い
製
品
。
オ
ー

プ
ン
価
格
。 

06
・
6
6
8
1
・
8
2
0
4

　

ガ
ス
の
圧
力
を
一
定
に
保
つ
マ
イ
ク

ロ
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
採
用
で
、
連
続
使

用
や
低
温
時
の
ボ
ン
ベ
の
圧
力
低
下
に

影
響
さ
れ
ず
安
定
し
た
照
度
を
保
つ
卓

上
ラ
ン
タ
ン
。

　

メ
ッ
シ
ュ
の
ホ
ヤ
を
採
用
し
た
堅
牢

な
作
り
で
、
足
と
ハ
ン
ド
ル
を
畳
め
ば

コ
ン
パ
ク
ト
に
収
納
で
き
る
。

　

燃
料
は
経
済
的
な
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
を

採
用
。
7
3
5
0
円
。

 

0
5
3
3
・
75
・
5
0
0
0

　

グ
ロ
ー
ブ
を
し
た
ま
ま
扱
え
る
本
格
ト
ー
チ
。
グ
リ
ッ
プ
部
の
ト
リ
ガ
ー
を
握
る
と

ガ
ス
が
流
れ
、
本
体
上
部
の
赤
い
ボ
タ
ン
を
押
す
と
着
火
す
る
新
し
い
ス
タ
イ
ル
。
本

体
が
温
ま
れ
ば
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
上
に
し
た
倒
立
状
態
で
も
使
用
で
き
、
い
ろ
い
ろ

な
角
度
で
火
を
当
て
ら
れ
、
よ
り
簡
単
に
着
火
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
1
7
5
0
度
と

高
温
を
発
す
る
本
格
仕
様
。
5
4
6
0
円
。 

0
1
2
0
・
1
1
1
・
9
5
7

　

文
庫
本
サ
イ
ズ
で
80
g
と

い
う
軽
さ
。
パ
ッ
と
見
て
分

か
る
表
示
の
新
感
覚
の
旅
行

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。

　

字
が
大
き
く
見
や
す
い
地

図
は
車
で
○
キ
ロ
な
ど
距
離

感
が
つ
か
み
や
す
く
、
食
事

や
お
土
産
な
ど
テ
ー
マ
毎
に

紹
介
す
る
な
ど
、
目
的
の
場

所
を
よ
り
早
く
探
せ
る
工
夫

満
載
。全
33
巻
。6
5
0
円
。

 

03
・
3
5
5
6
・
8
2
7
1

「
エ
コ
セ
ラ
・
テ
ー
ブ
ル
チ
ュ
ー
ブ
ラ
ル
」

ロ
ゴ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

使
い
や
す
い
薄
型

小
型
で
高
性
能

「
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
ラ
ン
タ
ン
」

新
富
士
バ
ー
ナ
ー

「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
フ
レ
ー
ム
ツ
ー
バ
ー
ナ
ー
」

イ
ワ
タ
ニ
・
プ
リ
ム
ス

シ
ン
プ
ル
で
強
力

収納時

片
手
で
扱
え
る

「
ト
リ
ガ
ー
付
き
プ
ロ
ト
ー
チ
」

コ
ー
ル
マ
ン
ジ
ャ
パ
ン

「
文
庫
判
旅
行
ガ
イ
ド
」

「
p
o
k
e
t
a
」
昭
文
社


